








主 査 菅 沼 憲 治 教 授





第 I 章 問  題 
1. 視 点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
(1) 心理面接とは何か
(2) 介入のレベルと理論













第 II 章 背景理論





























































第 V 章 クライエント固有の体験世界を見出す過程
1. 母親面接事例（事例研究 1） ・・・・・・・・・・・・・・
2. バウムテスト事例（事例研究 2） ・・・・・・・・・・・・
第 VI 章 クライエント固有の体験世界が非言語表現を経てことばで表現される過程
1. コラージュ事例（事例研究 3） ・・・・・・・・・・・・・
2. 交互スクイグル事例（事例研究 4） ・・・・・・・・・・・











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































原則」として，「記号は物そのものではない。The symbol is not the thing symbolized．コ
トバは物ではない。The word is not the thing．地図は現地そのものではない。The map is 
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